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２０１５．　４．　１

DIPE(GX・ NS・ K形 )、 PEPの 最 小 切 管 寸 法

５ － １ － １
２０２２．　６．１７

呼び径 最小切管長さ（㎜）

５０ 500

　使用する工具の可能長さを確認すること。

※スクレープ可能長さは、工具により異なるため、

１００
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720

７５

PEP直管の切管最小長さは、以下のとおりとする。

水道配水用ポリエチレン管の切管最小長さ

日本ダクタイル鉄管協会

「NS形・SⅡ形・S形ダクタイル鉄管管路の設計 H28.10」　P.101
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乙切管甲切管

切管ユニットを使用する場合

【参考資料】

「GX形ダクタイル鉄管管路の設計 R2.7」　P.50

切管用挿し口リングを使用する場合

４００ 970 1020― ―

備考 1)切管ユニットを使用する場合の各寸法は、切断加工をエンジンカッターで行う場合について示した。

　　 2)切管用挿し口リングを使用する場合の各寸法は、切断・溝切加工をパイプ切削切断機で行う場合について示した。

　　 3)各寸法は、管の切断、継手の接合、継手の解体に必要な最小寸法を各々算出し、それらのうち最も長い値を示した。

　　 5)本寸法は、継ぎ輪の預け代を考慮していない。そのような配管（せめ等）を行う場合の切管寸法は、別途検討すること。

　　4)切断部の外径又は外周長を実測し、外径許容差を満足していることを確認する必要がある。

なお、切管ユニットを使用する場合の寸法は、P-Linkの有効長は含んでいない。
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最小長さ（mm）

甲切管 乙切管
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９００

【参考資料】

日本ダクタイル鉄管協会

　「便覧」資料編　P.660～664

　　 3)呼び径300以上については、切用管（受口端面から約500mm離れた管全周に幅約50mmの白線を表示）を使用する必要がある。

備考 1)各寸法は、切り管、溝切、挿し口テーパ加工をパイプ切削切断機で行う場合に示した。

　　 2)各寸法は、管の切断、継手の接合、継手の解体に必要な最小寸法を各々算出し、それらのうち最も長い値を示した。

　　 4)切断部の外径又は外周長を実測し、外径許容差を満足していることを確認する必要がある。
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甲切管 乙切管
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　　 5)本寸法は、継ぎ輪の預け代を考慮していない。そのような配管（せめ等）を行う場合の切管寸法は、別途検討する。

以下に示す。 以下に示す。

３． ＰＥＰ直管の切管最小長さ

１．ＤＩ ＰＥ（ ＧＸ ・ ＮＳ形）

DIPE（GX・NS・K形）、PEPの最小切管寸法

（ ２ ） G X形切管最小長さ

２．ＤＩ ＰＥ（ Ｋ形）

（１）NS形切管最小長さ

　切管の有効長の最小長さは、概ね１ｍとする。ただし、現地でそれ以下の

有効長の直管が必要になる場合や、接合形式によっては、それ以上の有効長

でないと切管、接合、解体ができない場合があるため参考として最小長さを

　切管の有効長の最小長さは、

有効長の直管が必要になる場合や、接合形式によっては、それ以上の有効長

でないと切管、接合、解体ができない場合があるため参考として最小長さを

概ね１ｍとする。ただし、現地でそれ以下の



２０１５．　４．　１制 定

改 定

整 理

番 号

図 名

１．ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ75（GX形）の施工例（1/4)

1）不断水分岐による施工

①既設管から不断水分岐によりφ75を布設

【配管作成における注意事項】

・ソフトシール弁は前後の配管によって受挿し式・両受式を選択すること。

保持金具を設置すること。

・区画整理等今後延伸する予定がある管末や、既設との連結部で直線的に配管する部分は、ライナや

・水圧試験時の不平均力は、コンクリート防護及びGX形ライナの設置など現場の状況を踏まえ、

対策を行うこと。

・片落管は前後の配管によって、挿し受形・受挿し形を選択すること。

・一体化長内の直管継手部には、ライナを挿入すること。（参照　第6章　管路の一体長さ）

②既設管から不断水分岐によりφ75を布設し既設管(DIP)φ100と連結

既設管
GX形　一体化長

G-Link

連結部

SGP-VBφ50

管防護×2

コア内臓型
管端防食継手×3箇所

排水弁部

不断水T字管（ﾌﾗﾝｼﾞ）

既設管口径×φ75

GX形短管1号

GX-G形乙切管

GX形継ぎ輪

GX-G形甲切管

（受挿し式・両受式)
GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75

S

仕切弁φ75（鋳鉄製）
（両受型)

全周型押輪
CV挿受け片落管φ75×φ50

凡　例

GX形（ﾗｲﾅ－無）

GX形（ﾗｲﾅ－有）

GX形（G-Link有）

K形 継手

（特殊押輪有)

GX形 継ぎ輪

GX形 両受短管

継ぎ輪（K形）既設管 GX形 一体化長

S

GX-G形乙切管

GX形継ぎ輪
G-Link

連結部連結部

GX形 一体化長

不断水T字管（ﾌﾗﾝｼﾞ）

既設管口径×φ75

GX形短管1号

GX-G形乙切管

G-Link
GX形継ぎ輪

GX-G形甲切管

（受挿し式・両受式)

GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75

GX-G形甲切管

必要に応じて曲管を使用

GX-K形乙切管

既設管φ100

GX形受挿し片落ち管φ100×φ75

(挿し受片落ち管)

　 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳 鉄 管 (GX形 )の 施 工 例 （ 1/4）

・一体化長については切管寸法等の現場状況で変わるため、施工例によらず現場ごとに算出すること。

GX形 一体化長

（離脱防止阻止力 3DkN）

５ － ２ － １
２０２０．　７．　１



２０１５．　４．　１制 定
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番 号

図 名

凡　例

GX形（ﾗｲﾅ－無）

GX形（ﾗｲﾅ－有）

GX形（G-Link有）

K形 継手

（特殊押輪有)

GX形 継ぎ輪

GX形 両受短管

（離脱防止阻止力 3DkN）

　 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳 鉄 管 (GX形 )の 施 工 例 （ 2/4）

１．ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ75（GX形）の施工例（2/4)

①既設管(DIP)からφ75を分岐

②既設管(DIP)からφ75を分岐し既設(DIP)φ75の二受T字管と接続

既設管

GX形 一体化長

S

（受挿し式・両受式)

連結部

DIP

SGP-VBφ50

管防護×2

コア内臓型
管端防食継手×3箇所

（両受型)

排水弁部

G-Link

GX形両受短管

GX形二受Ｔ字管

本管口径×φ 75

継ぎ輪（K形）

GX-G形乙切管

GX-G形乙切管
必要に応じて曲管を使用 GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75

GX-G形甲切管

GX形継ぎ輪 G-Link

GX形 一体化長

仕切弁φ75（鋳鉄製）

CV挿受け片落管φ75×φ50

全周型押輪

既設管

GX形　一体化長

S

連結部

連結部

既設管

DIP

両受短管

二受Ｔ字管（GX形）

本管口径×φ 75

継ぎ輪（K形）

乙切管GX-G

必要に応じて曲管を使用
乙切管GX-G

GX形継ぎ輪 G-Link
甲切管GX-G

GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75

（受挿し式・両受式)

必要に応じて曲管を使用

2）切取連結による施工(1/3)

５ － ２ － ２
２０２０．　７．　１



２０１５．　４．　１制 定

改 定

整 理

番 号

図 名

凡　例

GX形（ﾗｲﾅ－無）

GX形（ﾗｲﾅ－有）

GX形（G-Link有）

K形 継手

（特殊押輪有)

GX形 継ぎ輪

GX形 両受短管

（離脱防止阻止力 3DkN）

　 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳 鉄 管 (GX形 )の 施 工 例 （ 3/4）

１．ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ75（GX形）の施工例（3/4)

③既設管(CIP)からφ75を分岐

GX形 一体化長

連結部

CIP
既設管

SGP-VBφ50

管防護×2

コア内臓型
管端防食継手×3箇所

排水弁部

二受Ｔ字管(K形）

本管口径×φ75

乙切管
K-K

必要に応じて曲管を使用

乙切管GX-K

甲切管GX-G

GX形継ぎ輪 G-Link

GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75

（受挿し型・両受型)

GX形 一体化長

仕切弁φ75（鋳鉄製）

（両受型) CV挿受け片落管φ75×φ50

全周型押輪

④新設DIPEφ 75(GX形)からPEPφ50を分岐
φ100(GX形)

※PEP管 最小切管寸法　L=0.5m以上確保すること。

（VP×SVB)
SVB

既設VPφ50

EFｿｹｯﾄEFｿｹｯﾄEFｿｹｯﾄ

新設管 ダクタイル鋳鉄管用異種管継手

片落ち管　(GX-PEP）

PE挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ50

必要に応じて曲管を使用

GX形二受Ｔ字管×φ 75
φ100

ﾒｶﾆｶﾙｿｹｯﾄφ50
（PEP-PEP)

連結部 連結部

S

ﾒｶﾆｶﾙｿｹｯﾄφ50

S

継ぎ輪

2）切取連結による施工(2/3)

既設管
CIP

継ぎ輪

※CIPについては、布設年度不明の場合など、ｲﾝﾁ管の可能性があるので留意すること。

５ － ２ － ３
２０２０．　７．　１



２０１５．　４．　１制 定

改 定

整 理

番 号

図 名

凡　例

GX形（ﾗｲﾅ－無）

GX形（ﾗｲﾅ－有）

GX形（G-Link有）

K形 継手

（特殊押輪有)

GX形 継ぎ輪

GX形 両受短管

（離脱防止阻止力 3DkN）

１．ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ75（GX形）の施工例（4/4)

⑤既設(VP)からφ75を分岐

⑥今後、延伸が計画されている場合

　 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳 鉄 管 (GX形 )の 施 工 例 （ 4/4）

VCｼﾞｮｲﾝﾄ

既設管
K形二受Ｔ字管
本管口径×φ75

GX形　一体化長

乙切管
K-K

（受挿し型・両受型)

連結部

SGP-VBφ50

管防護×2

コア内臓型
管端防食継手×3箇所

排水弁部

VCｼﾞｮｲﾝﾄ

必要に応じて曲管を使用
K-G形乙切管

GX-G形甲切管

GX形継ぎ輪 G-Link

GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75

仕切弁φ75（鋳鉄製）

（両受型) CV挿受け片落管φ75×φ50

全周型押輪

S

管防護

連結部

K-G形乙切管

GX形継ぎ輪 G-Link

GX-G形甲切管

コンクリート防護又GX形ライナ使用

GX形 帽

GX形　一体化長

2）切取連結による施工(3/3)

GX形　一体化長

２０２０．　７．　１
５ － ２ － ４
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整 理

番 号

図 名

①既設管から不断水分岐によりφ75を布設 ②既設管(CIP)からφ75を分岐

NS形（ﾗｲﾅ－有）

NS形（ﾗｲﾅ－無）

K形（特殊押輪）

凡　例

（離脱防止阻止力 3DkN）

連 結 部

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75
乙切管　K-K

既設管

（受挿し型・両受型)

NS形　一体化長

既設管口径×φ75

不断水T字管（ﾌﾗﾝｼﾞ）

短管1号（K形）

継輪（K形）

甲切管 K-NS

S

必要に応じて曲管を使用
フランジ接合で曲管を使用した場合は
コンクリート防護を行う

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75

連 結 部

本管口径×φ75
既設管

乙切管
K-K

（受挿し型・両受型)

NS形　一体化長

必要に応じて曲管を使用

継ぎ輪（K形）
乙切管

甲切管 K-NS

S

継ぎ輪

継ぎ輪

二受Ｔ字管（K形）

③既設管(DIP)からφ75を分岐し既設(DIP)φ75の二受T字管と接続

甲切管　K-NS

継ぎ輪（K形）
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75

継ぎ輪（K形）

本管口径×φ 75

連 結 部

乙切管

既設管

既設管

（受挿し型・両受型)

NS形　一体化長

連 結部

NS形　一体化長

S

必要に応じて曲管を使用

必要に応じて曲管を使用

二受Ｔ字管（K形）

※ソフトシール弁は前後の配管によって受挿し型・両受型を選択すること。

対策を行うこと。

※水圧試験時の不平均力は、コンクリート防護尾及びNS形保持金具の設置など現場の状況を踏まえ

※一体化長内の直管継手部には、ライナーを挿入すること。

※CIPについては、布設年度不明の場合など、ｲﾝﾁ管の可能性があるので留意すること。

２．ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ75（NS形）の施工例

５ － ２ － ５
２０２０．　７．　１

　 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳 鉄 管 (NS形 )の 施 工 例
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改 定

整 理

番 号

図 名

５ － ２ － ６

S

PE挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ50

EFｿｹｯﾄ

EFｿｹｯﾄ

ﾒｶﾆｶﾙｿｹｯﾄφ50

（PEP-PEP)

既設管口径×φ50

不断水T字管（フランジ）

PE挿し口付フランジ短管又はメカニカルフランジ短管

連 結 部

ﾒｶﾆｶﾙｿｹｯﾄφ50

（PEP-PEP)既設管

排 水 弁 部

SGP-VBφ50

コア内臓型
管端防食継手×3箇所

管防護×2

ﾒｶﾆｶﾙｿｹｯﾄφ50

（PEP-VP)

鋳鉄製仕切弁φ50（PE挿口付）

S

連 結 部 連 結 部

　　(PEP×PEP)

　　 (PEP×PEP)

不断水T字管(フランジ)

既設管口径×φ75

PE挿し口付フランジ短管

メカニカルソケットφ75

メカニカルソケットφ75

PE挿し口付ソフトシール仕切弁 φ75

メカニカルソケットφ75

　　(PEP×PEP)

既設DIPφ75

　　(PEP×DIP)

メカニカルソケットφ75

② 既設管から不断水分岐によりφ75mmを布設

S SGP-VBφ50

管防護×2

コア内臓型
管端防食継手×3箇所

連 結 部

レデューサ φ75ｘφ50

不断水T字管(フランジ)

PE挿し口付フランジ短管

既設管口径×φ75

メカニカルソケットφ75

　　(PEP-PEP)

メカニカルソケットφ75

　　 (PEP-PEP)

PE挿し口付ソフトシール仕切弁φ75

　　(PEP-VP)

メカニカルソケットφ50

PE挿し口付鋳鉄製仕切弁 φ50

排 水 弁 部

③ 既設管から不断水分岐によりφ75mmを布設し既設管(DIP)φ75と連結

※PEP管　最小切管寸法　L=0.5m以上確保すること。

２０１５．　４．　１

水 道 配 水 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 の 施 工 例 （ 1/2）

２０２２．　５．１３

1)不断水分岐
①既設管から不断水分岐によりPEPφ50を布設する場合

３．水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管の施工例



制 定

改 定

整 理

番 号

図 名

５ － ２ － ７

連 結 部

必要に応じて曲管を使用

S

PE挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ50

VSｼﾞｮｲﾝﾄφ50

EFｿｹｯﾄ EFｿｹｯﾄ

VH及びSGP-VB管 切管L=0.5m以上

ﾒｶﾆｶﾙｿｹｯﾄφ50

（PEP-PEP)

既設管

新設管

EFｿｹｯﾄ EFｿｹｯﾄ EFｿｹｯﾄ

ﾒｶﾆｶﾙｿｹｯﾄφ50
（PEP-PEP)

GX形二受Ｔ字管×φ 75

SVB
（VP×SVB)

連結部

S

ダクタイル鋳鉄管用異種管継手

片落ち管　(GX-PEP）

PE挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ50

φ100

連結部

必要に応じて曲管を使用

ﾒｶﾆｶﾙｿｹｯﾄφ50

ﾒｶﾆｶﾙｿｹｯﾄφ50

（VP-PEP)
（SV-PEP)

φ50×φ50
鋳鉄製チーズ

② φ75mmを布設し既設管(VP)φ75と連結

既設VPφ50

新設PEPφ75

メカニカルソケットφ75

(PEP×PEP)

メカニカルソケットφ75

　　　(PEP-VP)

既設VPφ75

連 結 部

※PEP管　最小切管寸法　L=0.5m以上確保すること。

２０１５．　４．　１

水 道 配 水 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 の 施 工 例 （ 2/2）

２０２２．　５．１３

2)切取連結
①既設VPφ50からPEPφ50を分岐

3)新設管からの分岐
①新設DIPEφ75からPEPφ50を分岐

３．水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管の施工例



吐水口補強（Co）

制定

改定

整理

番号

図名

側溝 流下方向

青色標示

鹿児島市水道局マ－ク

吐水口補強（Co）

管枕（Co製）

管枕（Co製）

10cm

10cm

10cm 10cm

10cm

10cm

（管路末端に側溝がある場合）

　排水弁設置構造図（参考図）

　（管路末端に側溝が有る場合）

５－３－１
２０１５．　４．　１

１．排水設備の設置場所は、原則として管路の凹部付近で適当な河川、

２．吐き口付近の護岸は、放流水によって洗掘または破壊されないよう

３．排水弁は、原則としてソフトシール弁を使用しない。

４．側溝等へ排水は、吐水口を下流側に向ける。また、吐水口は雨天時

　　または、排水路等のあるところとする。

　　堅固に築造すること。

　　に管に逆流しない位置とする。

排水弁文字

排水弁設置構造図（参考図）

５．排水弁鉄蓋を設置する。

２０２３．　２．　１



２０１５．　４．　１制定

改定

整理

番号

図名
　排水弁及び排水弁室構造図

（管路末端に側溝が無い場合）　(参考図)

５－３－２

媒介継手

メネジφ50

　　　　　b)JIS H 5120のCAC406,CAC411,CAC900系又はCAC911 

　　　　　c)JIS G 5121のSCS13

　（材料）a)JIS H 3250のC3771,C6800系又はC6932

町野式口金φ65

ＶＰキャップφ65

ＳＶＢφ50

排水弁及び排水弁室構造図（参考図）
(管路末端に側溝等が無い場合)

　　に排水弁室を設置する。

２．本管口径φ７５以上の場合は、通常、ドレンはφ７５としているが、

　　この場合、φ５０で可とする。

１．管路末端に側溝が無い場合、又は側溝等があっても取水が困難な場合

6
0

1
50

15
0

5
0

4
10

約
1
5
0

仕切弁室(レジンコンクリート製上部壁 H=150)

調整リング(樹脂製 H=50)

媒介継手

鉄蓋

底板(コンクリート製 H=60)

管枕（Co製）

ＳＶＢφ50

注記１　CAC900系とは、ビニマス青銅鋳物をいい、CAC902又はCAC904とする。

注記２　C6800系とは、ビニマス系鉛レス・カドミウムレス快削黄銅をいい、

　　　　C6801又はC6803とする。

鹿児島市水道局マーク

青色標示付 排水弁文字

鹿児島市水道局マーク

排水弁文字青色標示付

３．排水弁鉄蓋を設置する。

２０２３．　２．　１



図 名

改 定

制 定

番 号

整 理２０１５．　４．　１

　 水 道 用 減 圧 弁 室 （ φ 100参 考 図 ） 　

　 （ 新 設 管 の 場 合 ）

SVBφ50

側溝

50
0

60

VDチーズφ50

VDチーズφ50

VDエルボφ50VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

安全弁φ50

減圧弁配管φ100及び減圧弁室詳細図(参考図)
平 面 図

Ｓ＝1：20

安全弁配管詳細図

S
V
B
φ

5
0

23
0

側溝

35
0

5
0
0

6
0

160 1800 160

2120

両フランジ短管DIPφ100×200

1
5
00

3
0
0

3
0
0

S
V
B
φ

50

2
0

1800

2120

160160

2120

3000

5
0

20
0

2
0
0

150

150

足掛金物

断面図１ １

鉄蓋据付詳細図

※シーリング材については、必ず施工すること。(一重）

床版ブロック　φ1800×900×300

不断水Ｔ字管φ150×50

（タイロッド付）

排水ピットφ200

φ200

φ
60
0

φ
90
0

基礎工(切込砕石)

（再生材・40mm以下）

（配合1：2・厚さ=3.5ｃｍ）

モルタル上塗り工

（再生材・40mm以下）

基礎工(切込砕石)

コンクリート防護

(σck=18N/mm2)

GL

ボルトスリーブボルトスリーブ

(Ｂタイプ）

1
0
0

角座金
調整金具

5
0

Ｍ16ナット

1
0
0

1
1
0

5
0

1
1
0

2
0

調整駒

(Ａタイプ）

GL

保護キャップ
(鋼製及び塩ビ製）

Ｍ16緊結ボルト
(SUS304）

無収縮・高流動性モルタル

ボルトスリーブ

調整リング

シーリング材

(接着・止水）

Ｍ16インサートナット

※ (注）調整駒、調整ボルト1組＝3個 ※ (注）調整金具、調整ボルト1組＝3個

(接着・止水）

シーリング材

調整リング

ボルトスリーブ

無収縮・高流動性モルタル

保護キャップ

(鋼製及び塩ビ製）
Ｍ16緊結ボルト
(SUS304）

最
大

4
0
m
m

2
2
m
m
以

上

2.マンホールの施工については、各メーカーの施工要領を遵守すること。

流入 方向

3
0
0

2
5
0
～

流入方向

1
20

1140
900

鋳鉄蓋（親子蓋）　

調整　φ900×20

φ900×600（Ｔ-14･25）

(鋳鉄管用）

DIPφ150

DIPφ150

流入方向

１ １

注意　１．減圧弁は水平に設置すること。

鉛直から２度以内とする。

S
V
B
φ

5
0

S
V
B
φ

5
0

コンクリート防護 (σck=18N/mm2)

基礎工(切込砕石) （再生材・40mm以下）

躯体ブロック　φ1800×1500

底版　2120×200

排水ピットφ200

100

3
0
0

10
0

1
0
0

100

1
0
0

100
100

1
0
0

1
00

10
0

（新設管の場合）

Ｓ

５ － ４ － １

※　組立マンホールは、各社製品のマンホール深さに対応した強度を有する製品を設置すること。

1.マンホールの調整リングは2段を標準とする。

調整ﾘﾝｸﾞ　φ900×2段

伸縮管DIPφ100

青銅製仕切弁φ50

青銅製仕切弁φ50

青銅製仕切弁φ50

吐水口は容易に視認できる

側溝等に接続すること

（一体型）

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ100

受挿し方落管φ150×100

二受Ｔ字管φ150×100

継ぎ輪φ100
(σck=18N/mm2)
コンクリート防護

ﾌﾗﾝｼﾞ付押輪φ50

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ継手φ50

短管2号φ100

減圧弁FCDφ100

安全弁φ50

両フランジ短管DIPφ100×100

短管2号φ100

ｽﾄﾚｰﾅーFCDφ100

乙切管φ100

鋳鉄仕切弁φ150
（両受）

受挿し方落管φ150×100

二受Ｔ字管φ150×100

（一体型）

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ100

コンクリート防護
(σck=18N/mm2)
継ぎ輪φ100

DIPEφ150

２０２２．　５．１３



図 名

改 定

制 定

番 号

整 理

SVBφ50

側溝

VPφ150

50
0

60

VDチーズφ50

VDチーズφ50

VDエルボφ50VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

VDエルボφ50

安全弁φ50

減圧弁配管φ100及び減圧弁室詳細図(参考図)
平 面 図

Ｓ＝1：20

安全弁配管詳細図

S
V
B
φ

5
0

SV
B
φ

5
0

23
0

側溝

160 1800 160

2120

両フランジ短管DIPφ100×200

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ継手φ50

S
V
B
φ

50

1800

2120

160160

2120

3000

150

足掛金物

断面図１ １

鉄蓋据付詳細図

※シーリング材については、必ず施工すること。(一重）

床版ブロック　φ1800×900×300

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ100

不断水Ｔ字管φ150×50

(塩ビ管用）

既設VPφ150

既設VPφ150

１１

ｽﾄﾚｰﾅーFCDφ100

（タイロッド付）

安全弁φ50

減圧弁FCDφ100

排水ピットφ200

φ200

φ
60
0

φ
90
0

CVｼﾞｮｲﾝﾄφ150

基礎工(切込砕石)

（再生材・40mm以下）

（配合1：2・厚さ=3.5ｃｍ）

モルタル上塗り工

（再生材・40mm以下）

基礎工(切込砕石)

コンクリート防護

(σck=18N/mm2)

GL

ボルトスリーブボルトスリーブ

(Ｂタイプ）

1
0
0

角座金
調整金具

5
0

Ｍ16ナット

1
0
0

1
1
0

5
0

1
1
0

2
0

調整駒

(Ａタイプ）

GL

保護キャップ
(鋼製及び塩ビ製）

Ｍ16緊結ボルト
(SUS304）

無収縮・高流動性モルタル

ボルトスリーブ

調整リング

シーリング材

(接着・止水）

Ｍ16インサートナット

※ (注）調整駒、調整ボルト1組＝3個 ※ (注）調整金具、調整ボルト1組＝3個

(接着・止水）

シーリング材

調整リング

ボルトスリーブ

無収縮・高流動性モルタル

保護キャップ

(鋼製及び塩ビ製）
Ｍ16緊結ボルト
(SUS304）

最
大

4
0
m
m

2
2
m
m
以

上

2.マンホールの施工については、各メーカーの施工要領を遵守すること。

流入 方向

3
0
0

2
5
0
～

流入方向

1
20

1140
900

鋳鉄蓋（親子蓋）　

調整　φ900×20

φ900×600（Ｔ-14･25）

（既設管切込の場合）

5
0
0

6
0

35
0

150

2
05
0

3
0
0

3
0
0

1
5
00

2
0
0

20
0

3
00

ﾌﾗﾝｼﾞ付押輪φ50

100

注意　１．減圧弁は水平に設置すること。

鉛直から２度以内とする。

コンクリート防護 (σck=18N/mm2)

基礎工(切込砕石) （再生材・40mm以下）

躯体ブロック　φ1800×1500

底版　2120×200

排水ピットφ200

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

100

SV
B
φ

5
0

100100

1
0
0

10
0

　 水 道 用 減 圧 弁 室 （ φ 100参 考 図 ） 　

　 （ 既 設 管 切 込 の 場 合 ）

２０１５．　４．　１

Ｓ

５ － ４ － ２

調整ﾘﾝｸﾞ　φ900×2段

※　組立マンホールは、各社製品のマンホール深さに対応した強度を有する製品を設置すること。

1.マンホールの調整リングは2段を標準とする。

伸縮管DIPφ100

青銅製仕切弁φ50

青銅製仕切弁φ50

青銅製仕切弁φ50

曲管φ100×90°(CB)

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ100

（一体型）

乙切管φ100

CVｼﾞｮｲﾝﾄφ150

CVｼﾞｮｲﾝﾄφ150

曲管φ100×90°(CB)

継ぎ輪φ100

コンクリート防護

(σck=18N/mm2)

継ぎ輪φ100

コンクリート防護
(σck=18N/mm2)

（一体型）

二受Ｔ字管φ150×100

CVｼﾞｮｲﾝﾄφ150

既設VPφ150
流 入方向

短管2号φ100

短管2号φ100

側溝等に接続すること

吐水口は容易に視認できる

二受Ｔ字管φ150×100
（両受）

鋳鉄仕切弁φ150

２０２２．　５．１３



制 定

改 定

整 理

番 号

図 名

A B C D

Ｅ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｃ

２ ０

E 液 量 （ リ ッ ト ル ）口 　 径

φ 40～ φ 50

400380250

220 300 300

250200

180 230 260

270

150180120

φ 100

φ 150

φ 200

φ 75

取付容器寸法

20

20

30

30

30

20

20

30

30

30

凍結工法（１）（参考図）

15

30

40

80

180

※ Ｇ Ｘ 管 の 場 合 に つ い て 、 凍 結 液 量 は 別 途 考 慮 す る 。

　 凍 結 工 法 （ １ ） （ 参 考 図 ）

２０１５．　４．　１
５ － ５ － １

２０２０．　７．　１



制 定

改 定

整 理

番 号

図 名

断面図

平面図

凍結工法（直管）　S=Free

サドル分水栓100×20

既設管（CIP.DIP）

φ40～φ200

凍結容器

木杭

番線

平面図
なるべく長めに切り取る

既設管（CIP.DIP）

φ40～φ200

A

Ｔ字管φ40～φ200150～200

凍結容器

切取り箇所

なるべく長めに切り取る

既設管（CIP.DIP）

φ40～φ200

フタ

凍結容器

C

Ｔ字管φ40～φ200

管枕等

切取り箇所

番線

断面図フタ

C

凍結容器 木杭

管枕等

凍結容器

φ40～φ200

既設管（CIP.DIP）

切取り箇所

サドル分水栓100×20

プレッシャーゲージ

蛇口

切取り箇所

A

凍結工法（Ｔ字管）　S=Free

凍結工法（２）（参考図）

B

連結位置以上の

作業スペース

２０１５．　４．　１

　 凍 結 工 法 （ ２ ） （ 参 考 図 ）

５ － ５ － ２
２０２０．　７．　１



制 定

改 定

整 理

番 号

図 名

（φ７５・１００・１５０）

専用のストッパーサドルを用いる工法

ＡＢＳ工法（Ⅰ）

－ －

挿入機

２０ｃｍ ３０ｃｍ

φ75～150

ボールバルブ

Ｌ1

既設管 切断位置

保持金具
ストッパーサドル

鋼杭

バッグ

流向

管種の制限なし

○

－

○

－

○

－ ○

－ －

○

○○

○

－ －

○

150

150

100

100

75

75

150

100

150

SB-100H

SB-150H

THP-100

THP-150

SS-CP 75

SS-VP 75

SS-CP100

SS-VP100

SS-CP150

SS-VP150

0.75Mpa

0.75Mpa

止 水 可 能 な 限 界 水 圧 お よ び バ ッ グ の 許 容 圧 力

２０１５．　４．　１

15075 100

呼び径

使用するバッグ SB-150HSB-75H SB-100H

0.75MPa止水可能な限界水圧

バッグの許容圧力 0.95MPa

※止水可能な限界水圧＝バッグの許容圧力 - 0.20MPa

100

75

150

型式
適用

呼び径 鋳鉄管 鋼管 塩ビ管

適用管種

○

○

○

○

○

○

許容圧力

専 用 機 具 及 び 機 材 の 仕 様

THS-150

THS-100H

THS-100

0.75Mpa

75

100

SB-75H

管種の制限なし 0.95MPa

75

75・100

60N･m

20cm

150

100N･m

20cm

呼び径

サドルの中心から

保持金具までの距離

締付けトルク
ボルト・ナットの

分　水　径

締付けトルク

ボルト・ナットの

切断予定位置からサドルの

中心までの距離（Ｌ1）

呼び径

75・100

60㎝以上

40mm

40N･m

150

80㎝以上

50mm

80N･m

名称

止水機具

エアーバッグ

栓装着機具

ストッパー

サドル

エアーバッグ式止水工法（１）（参考図）

　 エ ア ー バ ッ グ 式 止 水 工 法 （ １ ） （ 参 考 図 ）

保 持 金 具 の 位 置 寸 法 及 び 締 付 け ト ル ク

ス ト ッ パ ー サ ド ル の 位 置 寸 法 及 び 締 付 け ト ル ク

○ ○○

５ － ５ － ３
２０２０．　７．　１



制 定

改 定

整 理

番 号

図 名

表 19-1 止 水 機 具 の 構 成 一 覧 表

備　　考数量

ボルト・ナット

鋼 杭

保持金具

スパナ

圧力計付き蓋

エアーポンプ

挿入機

名　　称

2

1

1

1

種類は、表19-2のとおり。（各２枚）

バッグの取付け用

管内水圧の測定用

表 19-4 ス ト ッ パ ー サ ド ル の 構 成 一 覧 表

ゴムバンド

ポリエチレンシート

ボルト・ナット

キャップ

栓

バンド

サドル

名　　称 数量

1

1

1

1

4

1

4 ポリエチレンシートの固定用

防食用

備　　考

備　　考

表 19-3 栓 装 着 機 具 の 構 成 一 覧 表

名　　称

ソケットドライバー

片口スパナ

ボールバルブ

栓装着機

ホース

数量

1

1

1

1

1

ボールバルブからの放水用

ストッパーサドルのキャップ締付け用

表 19-2 保 持 金 具 の 一 覧 表

鋳鉄･塩ビ･鋼管用

呼び径

型　式

10075

○○

Ａ Ｂ Ｓ 工法専用機具及び機材

150

○

サドルとバンド締付け用

ストッパーサドルの栓ナット締付け用

―

―

―

理解の上、次の事項を必ず守ること。

管内の水が噴出して、思いがけない事故が発生する可能性があるため、その点を充分、

施 工 上 の 注 意

１）使用有効期限の切れたバッグ及び、冷暗所以外にて放置されたバッグは使用しないこと。

２）バッグは、一回限りの使用として、再使用は絶対にしないこと。

７）止水時間は、極力短くなるようにすること。

８）管を切断した後のバッグへの再加圧は、絶対にしないこと。

１１）鋳鉄管等で防食のコア等を使用する場合は、止水工事完了後に装着すること。

ＡＢＳ工法で使用するバッグには、気密保持の為にゴムを使っており、使用を誤ると破裂し、

点検して、正確な圧力が指示されるような状態にしておくこと。

３）各圧力計は、指針が正しくゼロを示しているか、フレームが変形していないか等を常に

3分以上保持して、空気の漏れが無いことを確認すること。

４）バッグを管内に挿入する前に、挿入機とバッグを組み立てて、空気圧0.1Mpaを加え、

に調整すること。

５）管路内の水圧は、止水する前に、止水可能な限界水圧以下で、給水できる最小限の水圧

６）バッグの空気圧は、管路内の水圧に0.15Mpaプラスした値にすること。

ただし、バッグの許容圧力を超える圧力には絶対にしないこと。

THS-100は２本、THS-100H及びTHS-150は４本

THS-100・THS-100H及びTHS-150は８本

ウォーターハンマーが発生しないように、できるだけゆっくり行うこと。

９）バッグの減圧・撤去は、なるべく管路内に充水した後にすること。また、バッグの減圧は、

確保する為に、責任者にて実施すること。

１０）バッグの管内への挿入については、多少の熟練を要します。従って、安全性、確実性を

THS-150THS-100H
THS-100

エアーバック式止水工法（２）

２０１５．　４．　１

　 エ ア ー バ ッ ク 式 止 水 工 法 （ ２ ）

５ － ５ － ４
２０２０．　７．　１



制 定

改 定

整 理

番 号

図 名

木
杭

1
0c
m
角
材

　
又
は

　
φ

50
鋼

管

現場の状況により

位置を検討する

GL

ABS工法等による断水

ABS工法保持金具・鋼杭

切取連結箇所

番線による固定

(既)配水管VPφ150

GL

ABS工法による切取連結工（ 施工例）

流向

2)本管抜け防止用木杭の根入長は、施工する配水管の土被り以上とする。

3)杭設置前に、既存埋設管を確認すること。

※留意事項

1)管種によって、エアーバッグ加圧時、管破損の可能性があることから、

エアーバッグ位置に保持金具を設置すること。（原則、サドル中心から20cm)

　 エ ア ー バ ッ グ 式 止 水 工 法 （ ３ ） （ 参 考 図 ）

ｴｱ-ﾊﾞｯｸﾞ

エアーバッグ式止水工法（３）（参考図）

２０１５．　４．　１
５ － ５ － ５

２０２０．　７．　１



１．さや管挿入工法の概要

推進工法さや管内挿入工法（参考図）

２．推力伝達リングの構造 ３．外面バンドの構造

図 面 　　推進工法さや管内挿入工法参考図

制 定 ２ ０ １ ５ ．　　４ ．　　１ 整 理
５ － ６ － １

改 定 ２ ０ ２ ０ ．　　７ ．　　１ 番 号



橋梁添架等露出管【参考例】

3
0
0

250

150 100

1
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0

1
5
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（
φ

93
）DC

IP
75

A

※使用鋼材は、全てＳＵＳ 304とする。

＜注　記＞

ｵｰﾙｱﾝｶｰ M12x70

M10× DCIP75A
Uボルト

2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000

縦 断 図

▽H.W.L

S=1:100

支持金具φ75用

DIPφ75

横 断 図

S=1:100

3
0
02
0
0

1
0
0

6

50

30
20

穴-φ15キリ

支持架台詳細図（参考図）
S=1:10

97.5 105

250

50
6

30

C15

100 150

47.5

長穴ーφ１２×２４キリ

ゴム板　３×５０
S=1:10

支持金具

PL-6t

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

PL-6t

支持金具　n=8個

L-50X50X6

20

図 名

改 定

整 理

番 号

制 定 ２０１５．　４．　１

　 橋 梁 添 架 等 露 出 管 【 参 考 例 】

５ － ７ － １
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190 100

290

L-50×50×6

L-50×50×6

50
1
5
0

1
0
0

3
0
0

EF継手(屋外用φ50)

EFﾁｰｽﾞ(屋外用φ50)

50
1
5
0

10
0

30
0

250

190 100

L-50×50×6

Uバンド

M8

120190

310

M12×60

L-50×50×6

L-50×50×6

L-50×50×6

FB-38×4

FB-38×4

RBφ13

(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ)　M12×60

5
0

15
0

1
00

3
0
0

受架台

受架台

PL-6

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　M12×100

ブ ラ ケ ッ ト ・ 歩 行 防 止 柵 付

ブ ラ ケ ッ ト

支持架台詳細図（PEPφ50）（参考例） S=1： 10

空 気 弁

ブ ラ ケ ッ ト （ 空 気 弁 転 倒 防 止 付 ）

124 17

141

6PL-6

L-50×50×6

図 名

制 定

改 定

整 理

番 号

２０１５．　４．　１

　 支 持 架 台 詳 細 図 （ 参 考 例 ）
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